
研修利用の充実事業 

「第１回利用団体のための体験活動研修会」 

１．趣旨 

    

  国立赤城青少年交流の家を利用する団体の引率者が、施設の利用方法や登山活動の内容を理

解するとともに、実際に登山を体験することで安全に活動するためのポイントをつかむ。 

２．事業の概要 

 

（１）期日 

   令和３年５月８日（土）  

 

（２）参加者 

   ①参加対象 令和３年度利用団体（主に４～７月）で、活動プログラムの体験を希望する

各団体の引率者 

   ②参加人数 ２３名（８校） 

   ③参加者の内訳 小学校１９名、中学校４名 

     

３．企画運営のポイント 

①登山指導講師として、日本山岳会群馬支部長の根井先生を講師に招き、安全に登山をす

る上で、リスク回避などのポイントを実践を通じて具体的に学べるようにする。 

②登山口や山頂、下山後の一連の流れを体験をすることで当日の活動をイメージできるよ

うにする。 

③施設見学では、所内を実際に歩き、使用方法やコロナ対応などのポイントを具体的に伝

える。 

④利用団体毎に当日の活動に即した対応ができるよう、事前打ち合わせの時間を設ける。 

⑤youtube 動画配信サービスを行い、希望団体には研修会当日の内容を要約した動画を配

信し、参加できない利用者にも活動内容を理解できるようにする。 

   

４．日程 

 午 前 午 後 

５月８日 

（土） 

開会行事 

施設見学 

施設利用説明 

登山体験 

登山体験 

事前打ち合わせ 

 

５．主な活動内容 

   

 

 

 

 

 

 

「施設見学」       「施設利用説明」     「登山前（注意事項）」 

 



  

 

 

 

 

 

 

「山岳会講師による説明」     「地蔵岳山頂」      「事前打ち合わせ」 

 

６．成果と課題 

（１）参加者アンケート結果（２３名回収） 

   満足１９名（８３％）  やや満足４名（１７％）  やや不満０名  不満０名 

（２）参加者の声 

   ・ご丁寧に対応していただき、ありがとうございました。 

・施設のことから山登りのことまでたくさん勉強になりました。 

・プログラム体験を通して、実際の登山コースを案内していただき、引率の際のイメージ

を持つことが出来ました。 

・登山を体験できてよかったです。登山をするときの心構えやエチケットなども教えてい

ただき、大変勉強になりました。 

・登山コースを実際に体験することができ、大変参考になりました。 

・いろいろと細かいことを相談することができてよかった。 

・実際に体験できてよかったです。 

・疲れるとは思うが、炊事も同日に体験できたらいいと思った。 

・千葉は国立赤城での体験が始まったばかりなので、今後またいろいろ質問させていた

だければと思う。 

・1日ありがとうございました。（意見多数） 

 

（３）成果 

      ①参加した先生方自身が登山プログラムを体験することで、安全登山の指導のポイントを

やリスク回避などのポイントを理解してもらえることができた。 

②新坂平観光案内所までの時間や場所、トイレの確認、新坂平登山口や地蔵岳山頂、下山

後や小沼湖畔の様子など、実際のコースを参加者自身が体験をすることで当日の活動を

イメージすることができた。 

③施設見学では、４グループに分かれて、自主下見では分からないこと、施設の各場所の

使用方法や間取り、収容人員等の詳細な情報、使用方法やコロナ対応などのポイントを

具体的に伝えることができた。 

④事前打ち合わせでは、利用団体毎に当日の活動に即した質問事項やプログラム相談など

に個別に対応することができた。 

   

（４）課題 

   ①今回の事業は休日に行ったが、平日に実施した方がよいという意見も多くあった。学校

としては教諭を出張扱いにしたいという声もあり、参加できない団体もあった。次年度

は平日も検討していきたい。 

   ②コロナによる緊急事態宣言によって、当日キャンセルが７人出たことで、弁当のあまり

が出てしまった。キャンセル料金を頂くなど、当日のキャンセルを未然に防ぐことも必

要。 

                           

担当 企画指導専門職 渡邉 秀幸 


